
   出品リスト
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     会場：三鷹市美術ギャラリー     主催：三鷹市美術ギャラリー・（公財）三鷹市スポーツと文化財団

後期：2023年7月15日(土) ～ 8月20日(日)
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1936（昭和11）-1998（平成10）年　　本名：高松新八郎

1913（大正２）- 2015（平成27）年

　高松次郎　TAKAMATSU Jiro

東京市渋谷区（現・東京都渋谷区）生まれ。中学2年生の時にピカソを知り、絵画に関心を抱くようになる。1954年東京藝術大学美術学部油

画専攻に入学。1958年同校卒業、この年「第10回読売アンデパンダン展」に参加し、1959年に初個展をひろし画廊にて開催する。1960-64

年の間、シルバー編機製造株式会社にてインダストリアルデザイナーとして勤務しながら作家活動を継続。1963年赤瀬川原平、中西夏之と

ともにハイレッド・センターを結成する。1964年の第8回シェル美術賞で佳作、翌年1等賞を受賞する。1968年「第34回ヴェネチア・ビエン

ナーレ」に出品しカルロ・カルダッツォ賞受賞、1972年「第8回東京国際版画ビエンナーレ」で国際大賞を受賞する。多摩美術大学専任講

師、東京藝術大学美術学部油画専攻の非常勤講師を務めたほか、自宅アトリエにて「塾」を主宰するなど後進の育成に努めた。1998年、死

去。享年62歳。

　田中田鶴子　TANAKA Tazuko

旧・朝鮮仁川（現・大韓民国仁川廣域市）生まれ。少女時代を青島で過ごし、17歳の時に東京へ転居。女子美術大学へ入学するが１学期で

退学し、多摩帝国美術学校（現・多摩美術大学）の女子部へ1期生として入学する。1938年「第25回二科展」に入選、翌年「旺玄社第7回

展」にて旺玄社賞を受賞する。1943年資生堂ギャラリーにて初個展を開催。戦時中は女子美術家奉公隊の活動に参加する。東京大空襲で住

まいを焼失。1947年三岸節子を中心に結成された女流画家協会に創立会員として参加し、第1回から出品する。1956年朝日新聞主催の「世

界・今日の美術展」、1960年「第3回グッゲンハイム国際美術展」に出品する。1963年所属していた新制作協会、女流画家協会を退会す

る。1970年跡見学園短期大学(現・跡見学園女子大学)および同学園女子大学の教授に就任する。2015年、死去。享年102歳。


